
連隊長要望事項
「即動必遂」

連隊長要望事項
「己の役割を全うせよ」

駐屯地司令要望事項
「地域とともに」

「仲間・家族、そして

自分自身の幸せを大切に」

第37代第16普通科連隊長 兼 第39代大村駐屯地司令着任

　
令
和
８
年
３
月
16
日（
月
）、大
村
駐
屯
地
に
お
い
て
、第
37
代
第
16
普
通

科
連
隊
長
兼
ね
て
第
39
代
大
村
駐
屯
地
司
令【
1
等
陸
佐
　
十
二
賢
眞
】の

着
任
式
を
挙
行
し
た
。

　
式
に
は
、隊
員
４
５
０
名
が
参
列
し
、巡
閲
、着
任
の
辞
を
述
べ
た
。

　
じ
後
、各
部
隊
に
よ
る
状
況
報
告
が
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、駐
屯
地
周

辺
の
説
明
を
含
め
、隊
内
巡
視
に
よ
り
大
村
駐
屯
地
に
所
在
す
る
各
部
隊

の
現
状
を
確
認
し
た
。

　
令
和
8
年
３
月
13
日（
金
）大
村
駐
屯
地
に
お
い
て
、第
４
師
団
長（
陸
将
　
前

島
　
政
樹
）立
会
の
も
と
、第
36
代
第
16
普
通
科
連
隊
長
兼
ね
て
第
38
代
大
村
駐

屯
地
司
令【
１
等
陸
佐
　
土
肥
崇
紀
】の
離
任
式
を
行
っ
た
。

　
離
任
の
辞
で
は
、温
情
あ
る
言
葉
で
話
を
さ
れ
、隊
員
一
同
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

　
着
任
時
に
要
望
し
た
、連
隊
長
統
率
方
針「
臨
機
応
変
」連
隊
長
要
望
事
項「
本

気
」駐
屯
地
司
令
要
望
事
項「
地
域
と
の
共
存
・
絆
」を
掲
げ
自
ら
示
し
、数
々
の

御
成
果
を
残
さ
れ
た
。

　
駐
屯
地
見
送
り
で
は
、歴
代
連
隊
長
伝
令
が
招
集
さ
れ
思
い
思
い
の
出
来
事
、

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
万
歳
三
唱
を
最
後
に
大
村
駐
屯
地
に
別
れ
を
告
げ
ら
れ
た
。

　
次
の
異
動
先
は
、陸
上
自
衛
隊
教
育
訓
練
研
究
本
部（
目
黒
）へ
ご
栄
転
と

な
っ
た
。
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見送り見送り見送り

師団長による連隊長紹介師団長による連隊長紹介師団長による連隊長紹介

着
任
部
隊
長
　
紹
介

土
肥
崇
紀
１
等
陸
佐
　
ご
栄
転 第４施設大隊

第１中隊長

１等陸尉  中村　盾平
要望事項

「継承」「挑戦」
要望事項

「戮力協心」

要
望
事
項

「
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」

第321基地通信中隊
大村派遣隊　

3等陸尉  井上　凌

大
村
駐
屯
地
　
業
務
隊
長
　

　
２
等
陸
佐  
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貴
司

琴
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